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市の人口と世帯　78,021人（前月比▲104人）　男38,636人　女39,385人　世帯数 30,180世帯   【３月１日現在】

 ３月 11 日に行われた城南中学校の卒業式  

別冊　予算特集　

● ４月 26日（日）
　 石岡市議会議員一般選挙　　　　　　Ｐ２
　　    　　　　 　　　　
● 協働のまちづくり推進委員会の
　 委員を募集                                         　   Ｐ４
　　   　              
● 行政サービスの向上を目指して
　 ４月から組織体制の見直し　   　　　   Ｐ５

主な内容



石岡市議会議員一般選挙
月　      日

投票日

午前７時～午後６時

　

次
の
二
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
い

て
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人

1
３
か
月
以
上
石
岡
市
内
に
住
所
を

有
す
る
人

※
平
成
27
年
１
月
18
日
ま
で
に
転
入

手
続
を
し
た
人

2
平
成
７
年
４
月
27
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人

※
投
票
日
前
に
市
外
へ
転
出
し
た
場

合
は
、
投
票
日
当
日
の
投
票
は
で
き

ま
せ
ん
。

日
投票時間

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
用
事
な
ど

で
投
票
に
行
け
な
い
場
合
は
、
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
期
間　
　

　

４
月
20
日
（
月
）
〜
25
日
（
土
）

●
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
場
所

・
石
岡
市
役
所（
す
こ
や
か
子
育
て
館
）

・
八
郷
総
合
支
所

・
石
岡
駅
（
観
光
案
内
所
内
）

◆
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　

茨
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
が

指
定
す
る
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い

る
人
は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
、
病
院
な
ど
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
の
表
に
該
当
す
る
人
は
、
自
宅

か
ら
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
郵
便
投
票
に
必
要
な
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
は
、
随
時
受
け

郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人

身
体
障
害
者
手
帳

障
害
名

障
害
の
程
度

１
級

２
級

３
級

両
下
肢
、
体
幹
、
移
動

機
能

○

○

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸

○

○

免
疫
、
肝
臓

○

○

○

戦
傷
病
者
手
帳

障
害
名

障
害
の
程
度

特
別

項
症

第
１

項
症

第
２

項
症

第
３

項
症

両
下
肢
、
体
幹

○

○

○

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
、
肝
臓

○

○

○

○

介
護
保
険
の

被
保
険
者
証

要
介
護
状
態
区
分　

５

投
票
で
き
る
人

不
在
者
投
票

  ４ 　      26

投
票
日
時
・
場
所

日
時　

４
月
26
日
（
日
）

　
　
　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

場
所　

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て

　
　
　

い
る
投
票
所

当日は午後６時
までの投票です！

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
証

明
書
の
発
行
に
は
、
お
よ
そ
４
日
か

か
り
ま
す
）

※
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
障
が

い
が
複
合
す
る
な
ど
の
要
因
に
よ

り
、
右
の
表
と
障
が
い
の
程
度
が
同

等
で
あ
る
と
市
長
ま
た
は
知
事
が
証

明
し
た
場
合
は
、
郵
便
等
投
票
が
可

能
と
な
り
ま
す
の
で
、
不
明
な
点
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

未来を決める
あなたの一票

広報いしおか４月１日号  №２２８　　２



投
票
区
名

投 

票 

所 

名

投
票
区
名

投 

票 

所 

名

投
票
区
名

投 

票 

所 

名

第
１
投
票
区
石
岡
市
民
会
館

第
19
投
票
区
水
内
公
民
館

第
37
投
票
区
中
戸
集
落
集
会
施
設

第
２
投
票
区
府
中
中
学
校

第
20
投
票
区
台
石
川
公
民
館

第
38
投
票
区
恋
瀬
地
区
公
民
館

第
３
投
票
区
府
中
地
区
公
民
館

第
21
投
票
区
井
関
・
代
田
公
民
館

第
39
投
票
区
瓦
会
地
区
多
目
的

　
　

研
修
セ
ン
タ
ー

第
４
投
票
区
村
上　

　

農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

第
22
投
票
区
八
木
公
民
館

第
40
投
票
区
宇
治
会
第
一
区
公
民
館

第
５
投
票
区
国
府
地
区
公
民
館

第
23
投
票
区
正
上
内
公
民
館

第
41
投
票
区
山
崎

　

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

第
６
投
票
区
東
地
区
公
民
館

第
24
投
票
区
湖
北
水
道
企
業
団

第
42
投
票
区
園
部
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
７
投
票
区
ケ
ア
ホ
ー
ム

　
　

常
陸
国
府
館

第
25
投
票
区
南
台

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
第
43
投
票
区
東
成
井

　

田
園
都
市
セ
ン
タ
ー

第
８
投
票
区
染
谷

　

農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

第
26
投
票
区
農
村
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

第
44
投
票
区
鶴
沼

　

農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

第
９
投
票
区
北
小
学
校

第
27
投
票
区
八
重

　

農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

第
45
投
票
区
林
地
区
公
民
館

第
10
投
票
区
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

第
28
投
票
区
片
野
集
会
所

第
46
投
票
区
戸
ノ
内
ふ
る
さ
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
11
投
票
区
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

第
29
投
票
区
小
幡
会
館

第
47
投
票
区
片
岡
本
田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
12
投
票
区
中
央
公
民
館
高
浜
分
館

第
30
投
票
区
小
幡
小
学
校
体
育
館

第
48
投
票
区
根
小
屋
公
民
館

第
13
投
票
区
中
津
川
公
民
館

第
31
投
票
区
下
青
柳

　

田
園
都
市
セ
ン
タ
ー

第
49
投
票
区
半
田

　

農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

第
14
投
票
区
児
童
セ
ン
タ
ー

第
32
投
票
区
葦
穂
地
区
多
目
的

　
　

研
修
セ
ン
タ
ー

第
50
投
票
区
川
又
ふ
る
さ
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
15
投
票
区
中
央
公
民
館

　
　

東
大
橋
分
館

第
33
投
票
区
吉
生
小
学
校

第
51
投
票
区
月
岡
ふ
る
さ
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
16
投
票
区
小
井
戸
公
民
館

第
34
投
票
区
葦
穂
小
学
校
体
育
館

第
52
投
票
区
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
交
流
施
設

（
旧
朝
日
小
学
校
体
育
館
）

第
17
投
票
区

三
村
地
区

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

第
35
投
票
区
大
増
多
目
的
セ
ン
タ
ー

第
18
投
票
区

城
南
地
区
公
民
館

第
36
投
票
区
大
塚
ふ
る
さ
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

投票に行く前には必ず、入場券に記載されている投票所をご確認ください。
特に、第４投票区は、次のとおり投票所が変更となりますので、ご注意ください。
（変更前）大砂農村集落センター →（変更後）村上農村集落センター（村上 466-2）

投票所案内

　各候補者の政見などを、市民の皆さんに良く
知っていただくための選挙公報は、新聞折り込
みで各世帯にお届けします。そのほか市役所や
公共施設などに備えてありますので、ご利用く
ださい。

選挙公報を読んで、
候補者の声を聞いてみよう！

日時　４月 26日（日）
　　　午後７時 15分から
場所　八郷総合支所
※投票および開票状況の速報は、市ホーム
ページなどで随時お知らせします。
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/

開票（即日開票）

ＨＰ

石岡市選挙管理委員会　市役所 総務課内

　　　　　　☎23-1111（内線 255）

問い合わせ

　皆さんの１票で石岡が変わります！必ず投票し
ましょう！
過去の投票率
・前回の市議選（平成 23年４月 24日執行）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　55.50％
・前々回の市議選（平成 19年４月 22日執行）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　67.35％

３　　広報いしおか４月１日号  №２２８



協働のまちづくり推進委員会　
　　　　　の委員を募集します

　　働のまちづくり講演会協

　

２
月
11
日
、
ふ
れ
あ
い
の
里

石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館
で
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
４
月
１
日
施
行
の
「
石

岡
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
も

の
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
役
所

が
力
を
合
わ
せ
て
地
域
の
課
題

を
解
決
し
て
い
く
「
協
働
」
の

大
切
さ
に
つ
い
て
、
茨
城
大
学

の
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
の
長
谷

川
幸
介
氏
が
講
演
し
ま
し
た
。

　　壇づくり表彰花

　

２
月
５
日
、
美
し
い
花
壇
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
花
壇
の
整
備
で
成
果
を
上
げ

て
い
る
地
域
や
美
化
ク
ラ
ブ
に

対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

市
内
の
美
化
ク
ラ
ブ
41
団
体
な

ど
が
対
象
。
最
優
秀
賞
に
は
守
横

美
花
ク
ラ
ブ
、
優
秀
賞
は
上
郷
第

二
環
境
美
化
ク
ラ
ブ
と
元
彦
町

環
境
美
化
ク
ラ
ブ
が
受
賞
し
ま

し
た
。

　

自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
に

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
進
め
よ
う

と
多
く
の
団
体
の
皆
さ
ん
が
花

壇
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

■
委
員
の
役
割

　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
調
査
や
審
議
な
ど

■
委
員
の
任
期　

２
年
間

■
報
酬　

日
額
５
０
０
０
円

■
定
員　

・
一
般　

４
人

・
市
民
公
益
活
動
団
体
の
代
表
者　

２
人

・
事
業
者
（
事
業
所
や
店
舗
な
ど
の

経
営
者
）　

２
人

■
申
込
資
格　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

1
満
18
歳
以
上

※
市
内
在
勤
・
在
学
者
を
含
む

2
当
市
の
他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員

に
選
任
さ
れ
て
い
な
い
人

3
年
３
回
程
度
、
平
日
の
昼
間
に
開

催
す
る
委
員
会
に
出
席
可
能
な
人

4
国
や
地
方
公
共
団
体
の
議
員
や
常

勤
の
公
務
員
で
な
い
人

■
申
込
方
法

①
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
職
業
・
勤

務
先
・
そ
の
他
公
益
活
動
の
経
験
な

ど
を
明
記
し
た
申
込
書
（
書
式
は
任

意
で
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

②
レ
ポ
ー
ト
（
書
式
は
任
意
）《
テ
ー

マ
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
」
字
数
４
０
０
字
以
内
》

※
市
民
公
益
活
動
団
体
の
代
表
者
ま

た
は
事
業
者
と
し
て
応
募
す
る
人

は
、所
属
団
体
名
ま
た
は
事
業
所（
会

社
・
店
）
な
ど
の
名
称
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

　

①
と
②
を
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
へ

直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
。

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
適
切
に
管
理

し
、
目
的
外
利
用
や
第
３
者
へ
の
提

供
は
一
切
し
ま
せ
ん
。

■
応
募
期
間

４
月
１
日
（
水
）
〜
17
日
（
金
）

（
当
日
消
印
有
効
）

■
選
考
方
法

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
提
出
さ
れ

た
書
類
の
ほ
か
、
委
員
全
体
の
地
域

構
成
や
男
女
比
な
ど
を
勘
案
し
て
決

定
し
ま
す
。
結
果
は
本
人
あ
て
に
通

知
し
ま
す
。

市民協働を進めるために

平成 26年 12 月に「石岡市協働のまちづくり条例」が制定し
ました。市民協働によるまちづくりを推進するため「協働のま
ちづくり推進委員会」の委員を募集します。

■申し込み・問い合わせ
〒 315 － 8640　
石岡市石岡一丁目 1番 1号
石岡市役所生活環境部まちづくり協働課
☎ 23‒1111　 
℻ 23‒2225
　 machikyou@city.ishioka.lg.jp

▲守横美花クラブの花壇▲ 135 人が参加した講演会

広報いしおか４月１日号  №２２８　　４

▲受賞した各団体の代表の皆さん



　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用

し
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
組
織
づ

く
り
を
目
指
し
、さ
ら
な
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
組
織
体
制
見
直
し
は
、
効

率
的
な
組
織
運
営
を
行
い
、
効
果
的

な
施
策
展
開
を
図
る
こ
と
で
、
市
が

現
在
直
面
し
て
い
る
行
政
課
題
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

変
更
の
ポ
イ
ン
ト

1
行
革
推
進
課
の
新
設

　
「
行
財
政
改
革
大
綱
」
の
進
捗
管

理
や「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

の
策
定
を
行
う
部
署
と
し
て
「
行
革

推
進
課
」
を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。

2
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
の
新
設

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
合
わ

せ
て
、
協
働
を
担
う
部
署
と
し
て
、

新
た
に
「
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
」
を

設
置
し
ま
す
。

3
経
済
部
体
制
の
再
編

　
「
石
岡
事
務
所
」、「
商
工
観
光
課
」、

会計
窓口

銀行
派出所

101会議室
102会議室
103会議室

▲

▲

赤
ち
ゃ
ん

の
駅

エレベーター エレベーター

ト
イ
レ

玄関
ロビー

展示コーナー
正
面
玄
関

市
民
課

観
光
課

農
政
課

ト
イ
レ

出入口

3

八郷総合支所案内図１階

エレ
ベーター

税務課

中
会
議
室

大会議室

トイレ

エレ
ベーター

市長公室

小
会
議
室

市長室

相談室

エレ
ベーター

待合
スペース

正面入り口 赤
ち
ゃ
ん
の
駅

トイレ

▶
出入口

副市長室

法
務
局
証
明 

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▶
出入口

収納対策課

トイレ 消
費
生
活

　

セ
ン
タ
ー ◀

出入口

市民課 保険年金課

商
工
課

会
計
課

常
陽
銀
行

市
役
所
出
張
所

秘書広聴課 管財課 財政課

1

2

3

１階

２階

３階

市役所本館案内図

行政機構図（変更分）
─市長公室　　　　秘書広聴課
　　　　　　　　　政策企画課
　　　　　　　　　行革推進課

─生活環境部　　　生活環境課
　　　　　　　　　放射線対策室
　　　　　　　　　まちづくり協働課
　　　　　　　　　市民課
　　　　　　　　　保険年金課
　　　　　　　　　水道課
　　　　　　　　　市民会館
　経済部　　　　　農政課
　　　　　　　　　商工課
　　　　　　　　　観光課
　　　　　　　　　地籍調査課

市   

長

副
市
長

教
育
委
員
会

教
育
長

教
育
部
長

教育総務課
指導室
生涯学習課
中央図書館      
文化振興課
中央公民館
スポーツ振興課
学校給食課

■問い合わせ
　 総務課
　 ☎ 23-1111（内線 251）

市　政
組 織

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て

４
月
か
ら　

組
織
体
制
の
見
直
し

「
中
心
市
街
地
活
性
化
室
」、「
企
業

誘
致
推
進
課
」
の
四
つ
の
課
や
室
な

ど
を
「
商
工
課
」
と
「
観
光
課
」
の

２
課
に
再
編
し
ま
す
。

4
中
央
図
書
館
の
移
管

　
「
中
央
図
書
館
」を「
生
涯
学
習
課
」

内
に
移
管
し
ま
す
。まちづくり

　　　協働課
市民生活課

行革推進課

政策企画課

５　　広報いしおか４月１日号  №２２８



　　波路で健脚競う筑

　

２
月
22
日
、
旧
八
郷
南
中
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
、
第
８
回
石

岡
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は

１
９
２
５
人
で
、
県
内
は
も
と
よ
り

県
外
か
ら
も
多
く
の
参
加
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ロ
ー
カ
ル
な
雰

囲
気
と
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

た
ち
の
対
応
の
良
さ
が
好
き
で
毎
年

参
加
し
て
い
ま
す
」
と
の
声
。

　

沿
道
か
ら
は
、
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
へ

温
か
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　　を込めた手づくり雛人形心

　

２
月
18
日
～
３
月
３
日
、
中
央
公

民
館
で
第
10
回
柿
岡
雛
ま
つ
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
公
民
館
の
ち
り
め
ん

同
好
会
や
創
作
人
形
同
好
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
手
作
り
の
雛
人
形
を
展

示
。
５
年
前
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
感
じ
て
も
ら
お
う

と
八
郷
地
区
の
保
育
園
・
幼
稚
園
児

の
作
っ
た
雛
人
形
も
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

代
表
の
恒
広
さ
ん
は
「
味
わ
い
深
い

表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
創
作
雛
人
形

や
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
か
わ
い
い
手

づ
く
り
雛
で
、
こ
れ
か
ら
も
訪
れ
た
人

を
元
気
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　　人形が演じる、石岡の物語雛

　

３
月
１
日
、
石
岡
商
工
会
議
所
青
年

部
主
催
に
よ
る
「
い
し
お
か
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
５
春
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
商
工
会
議
所

青
年
部
会
員
の
ほ
か
、市
民
の
皆
さ
ん
、

親
子
連
れ
な
ど
16
人
が
参
加
。
清
掃
活

動
後
は
、
い
し
お
か
雛
巡
り
週
末
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
餅
つ
き
を
実
施
。
来
場

者
を
楽
し
く
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
の
木
村
会
長
は
「
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
石
岡
市
の
良
さ
を
再
確

認
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
参

加
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

２
月
14
日
～
３
月
３
日
、
中
心
市

街
地
で
約
90
店
舗
が
参
加
す
る
第
９

回
い
し
お
か
雛
巡
り
が
開
催
さ
れ
、

６
０
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

石
岡
に
関
連
す
る
歴
史
上
の
人
物

に
焦
点
を
あ
て
、
物
語
風
に
雛
人
形

を
飾
る
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

に
は
３
０
０
０
人
が
来
場
。
小
野
小

町
を
主
人
公
に
作
ら
れ
た
物
語
の
舞

台
に
は
３
０
０
体
以
上
の
雛
人
形
が

並
び
ま
す
。
訪
れ
た
人
は
「
雛
人
形

の
表
情
が
、
自
由
に
生
き
生
き
し
て

見
え
て
面
白
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま

し
た
。

　　域の若者たちが力を合わせて
　　　　　　　　まちなかを清掃
地

▲１時間で約 50 キログラムのごみを回収しました

ま のち わ だ い楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。

広報いしおか４月１日号  №２２８　　６

▲筑波山をバックに走ります▲手づくりの人形はユニークな表情

▲「詠むことで自由になる」平安貴族たちの雅な世界を表現



　　り合えば身近に感じる、世界の国々　―児童らが国際交流―知

　

児
童
ら
の
国
際
理
解
へ
の
意
欲
向

上
を
目
的
に
、
市
内
各
小
学
校
で
国

際
交
流
教
室
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

柿
岡
・
石
岡
小
で
は
市
内
国
際
協
力

団
体
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
い
し
お
か
」

協
力
の
も
と
、
講
師
を
招
い
て
ダ
ン
ス

や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
交
え
て
児
童
ら
が

楽
し
く
異
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

杉
並
小
で
は
、
講
師
に
よ
る
異
文

化
紹
介
後
、
児
童
た
ち
が
習
字
の
実

演
や
琴
の
演
奏
な
ど
日
本
文
化
を
紹

介
。
他
国
の
文
化
を
学
ぶ
だ
け
で
な

く
、
児
童
自
ら
が
「
日
本
」
を
伝
え

る
立
場
に
な
っ
て
文
化
交
流
を
行
い

ま
し
た
。

　

石
岡
小
で
講
師
を
担
当
し
た
タ
ス

フ
ァ
イ
エ
・
ガ
ラ
イ
ヤ
さ
ん
（
エ
チ

オ
ピ
ア
出
身
）
は
「
世
界
に
は
日
本

の
よ
う
に
教
育
施
設
が
整
っ
て
い
な

い
国
も
あ
り
ま
す
。
親
や
先
生
に
言

わ
れ
る
か
ら
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
自

ら
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
児
童
た
ち

に
語
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
「
今
回
の
教
室
を

き
っ
か
け
に
、
他
の
国
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
外
国
の

ニ
ュ
ー
ス
に
耳
を
傾
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　　の用心　防火パトロール
　　　　　　　　　　を実施
火　　を合わせて伐採作業力

　

守
横
町
内
会
（
成
井
貞
夫
会
長
）

で
は
、
防
火
意
識
向
上
の
た
め
昨
年

12
月
か
ら
夜
回
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
始

め
ま
し
た
。２
月
ま
で
の
３
か
月
間
、

週
に
２
回
、
午
後
９
時
30
分
か
ら
二

手
に
分
か
れ
、
拍
子
木
を
叩
き
な
が

ら
「
火
の
用
心
」
と
大
き
な
声
を
出

し
て
歩
き
、
防
火
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
参
加
も
あ
り
、

活
動
が
町
内
に
浸
透
。

　

夜
に
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
防
犯

対
策
に
も
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

東
宝
ラ
ン
ド
地
区
で
は
、
有
志
の

皆
さ
ん
８
人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

２
人
の
専
門
家
の
力
を
借
り
な
が
ら

１
０
０
０
坪
の
土
地
に
あ
る
杉
の
木

１
１
０
本
の
伐
採
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
昼
食
を
持
ち
寄
り
な
が
ら
、

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

発
起
人
の
菊
地
さ
ん
は
「
地
域
の

皆
さ
ん
の
声
で
冬
場
の
凍
結
や
通
学

路
の
防
犯
に
不
安
が
あ
り
、
事
故
も

多
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
地
域
の

住
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
と
思
っ
て
始

め
た
の
で
、
事
故
が
減
れ
ば
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲児童自らが日本文化を紹介
【杉並小・２月５日】

▲ペルーの衣装を身に着けています
【柿岡小・2 月 27 日】

▲エチオピアの音楽に合わせて手拍子する児
童たち【石岡小・2 月 9 日】

７　　広報いしおか４月１日号  №２２８

▲道路の影になってしまう木を伐採していきます ▲地域のつながりを強くする防火パトロール



朝
日
里
山
い
ち
ご
祭
り

▼
一
日
限
定
で
お
得
に

い
ち
ご
狩
り
が
楽
し
め

ま
す
。
素
敵
な
景
品
が

当
た
る
抽
選
会
も
実
施
。
会
場
の
朝

日
里
山
学
校
で
は
、
い
し
お
か
サ
ン

ド
や
手
打
ち
そ
ば
、
有
機
野
菜
な
ど

の
販
売
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
４
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時

～
午
後
４
時（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

入
園
料
割
引
・
抽
選
券
配
布
店
／

イ
チ
ゴ
観
光
果
樹
園
７
園
（
八
郷
地

区
辻
）

入
園
料
／
１
人
６
０
０
円
（
通
常
大

人
１
２
０
０
円
か
ら
）

※
３
歳
未
満
は
無
料

■
問
い
合
わ
せ

2
観
光
課
（
内
線
１
１
３
５
）

ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者

▼
自
分
の
手
で
新
鮮
野
菜
を
育
て
て

み
ま
せ
ん
か
。

受
付
開
始
／
４
月
１
日
（
水
）
か
ら

受
付
場
所
／
2
農
政
課

農
園
場
所
／
宮
部
地
区
・
東
府
中
地
区

※
４
月
１
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

ま
で
は
1
商
工
課
で
も
受
け
付
け
ま

す
。

利
用
料
／
年
額
６
２
９
０
円
（
１
区

画
は
30
㎡
）

申
込
方
法
／
直
接
申
し
込
み

※
認
め
印
と
利
用
料
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
０
）

豊
か
な

森
林
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
提
案

▼
「
身
近
な
み
ど
り

整
備
推
進
事
業
」
は
、

皆
さ
ん
の
提
案
で
道

路
沿
い
な
ど
の
森
林

の
整
備
を
行
い
ま
す
。
市
と
森
林
所

有
者
と
の
間
で
森
林
保
全
に
関
す
る

協
定
を
結
び
ま
す
。
な
お
整
備
に
関

し
て
の
個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

10
年
間
の
維
持
管
理
が
条
件
で
す
。

対
象
に
な
る
森
林
／
通
学
路
な
ど
の

道
路
沿
い
の
森
林
・
コ
ナ
ラ
・
ク
ヌ

ギ
な
ど
の
広
葉
樹
林
・
里
山
と
し
て

保
全
す
る
森
林
・
森
林
に
侵
入
す
る

竹
の
伐
採
な
ど

申
込
締
切
／
７
月
31
日
（
金
）

※
提
案
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
農
政
課
（
内
線
１
１
４
４
）

平
成
27
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験

と
準
備
講
習
会
（
前
期
）

▼
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
、

分
署
、
出
張
所
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。
準
備
講
習
会
に
つ
い
て
は
、

県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
（
☎

募

集

情報ネット
ワーク

information

国　府
中学校

農　園

至国道６号 国 道 355 号

至 市 内

■宮部地区ふれあい農園

農　園

石岡第一病院

至　柏原工業団地

至国道６号

県道石岡・筑西線

■東府中地区ふれあい農園

イ

ベ

ン

ト

講

座

教

室

月間交通事故件数
市内の事故発生状況【２／ 28 現在】
・発生件数　　　39 件（－８）
・死 者 数　　　０人   （－１）
・負傷者数　　　50 人（－ 18）
・物損事故　　　346 件
※（　）内は前年比の増減です。
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

広報いしおか４月１日号  №２２８　　８

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
　http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレフォンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



０
２
９
・
３
０
１
・
７
８
７
８
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
Ａ
日
程
】

日
に
ち
／
６
月
６
日
（
土
）

場
所
／
土
浦
工
業
高
等
学
校

申
込
締
切
／
４
月
27
日
（
月
）

【
Ｂ
日
程
】

日
に
ち
／
６
月
28
日
（
日
）

場
所
／
常
磐
大
学
・
茨
城
大
学
工
学
部

申
込
締
切
／
５
月
25
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
１
１
５
０

　

http://w
w

w
.shoubo-shiken.

or.jp/

第
一
回
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト
教
室

（
腰
あ
ん
し
ん
教
室
）

▼
理
学
療
法
士
に
よ
る
腰
痛
予
防
の

た
め
の
教
室
で
す
。

日
時
／
５
月
７
・
14
・
21
・
28
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ

り
の
館

対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
心

疾
患
が
な
く
医
師
か
ら
運
動
制
限
を

さ
れ
て
い
な
い
人

定
員
／
30
人
（
先
着
）

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
４
月
３
日
（
金
）
午
前

８
時
30
分
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

在
職
者
訓
練
講
座

機
械
図
面
の
読
み
方
・
描
き
方

日
時
／
５
月
30
日
（
土
）・
６
月
６

日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

定
員
／
15
人

参
加
費
／
２
９
８
０
円

申
込
期
間
／
４
月
６
日
（
月
）
～
27

日
（
月
）
※
期
限
内
必
着

申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に
①
講
座

名
②
氏
名
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤
年

齢
⑥
職
業
（
会
社
名
）
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
土
浦
産
業
学
院
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
０
２
９
・
８
４
１
・
３
５
５
１

　

http://w
w

w
.t-gakuin.ac.jp

初
め
て
の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

▼
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
始
め
た

い
初
心
者
対
象
の

練
習
会
で
す
。

日
時
／
５
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時

～
午
後
１
時

場
所
／
朝
日
里
山
学
校

参
加
費
／
３
０
０
０
円
（
昼
食
・
保

険
代
含
む
）

申
込
方
法
／
シ
ン
コ
ー
ネ
ッ
ト
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み

定
員
／
40
人
（
先
着
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ク
ラ
ブ

☎
２
４
・
４
４
２
８

℻
５
６
・
４
８
４
０

　

http://w
w

w
.team

sportsjapan.

jp/簡
単
お
べ
ん
と
う
つ
く
り

▼
何
か
と
忙
し
い
お
母
さ
ん
た
ち
の

た
め
の
講
習
会
で
す
。

日
時
／
４
月
22
日
（
水
）
午
前
10
時

～
午
後
０
時
30
分

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館
調
理
室

参
加
費
／
８
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

土
浦
友
の
会
石
岡
支
部

☎
２
３
・
５
７
４
１
（
担
当
：
長
）

市営住宅入居募集
受付期間／４月 15 日（水）
　　　　　　～ 30 日（木）

募集住宅 戸数 家賃 備考

新池台団地 1 戸（３DK）25,500~38,000 円 水洗

　家賃は一般世帯の例です。単身での申し込みはで
きません。くじによる公開抽選で入居者を決定しま
す。入居可能日は抽選後、手続き終了次第入居可能
です。その他の住宅は申し込み順になっています。
■申し込み・問い合わせ
1 建築住宅指導課（内線 425）

９　　広報いしおか４月１日号  №２２８

ＨＰ
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都
市
計
画
案
を
縦
覧
し
ま
す

▼
石
岡
都
市
計
画
火
葬
場
の
変
更
に

関
す
る
都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
実
施

し
ま
す
。
都
市
計
画
の
案
は
意
見
書

の
提
出
も
で
き
ま
す
。

縦
覧
・
意
見
書
の
提
出
期
間
／

４
月
16
日
～
30
日
（
木
）

※
閉
庁
時
を
除
き
ま
す
。

縦
覧
場
所
／
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出
先
／

〒
３
１
５
‐
８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１　

石
岡
市
長
今
泉
文
彦
あ
て

（
都
市
計
画
課
扱
い
）

※
意
見
書
の
書
式
は
、
都
市
計
画
課

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
都
市
計
画
課
（
内
線
２
９
３
）

紙
お
む
つ
購
入
助
成
の
申
請
は

４
月
10
日
ま
で

▼
市
で
は
寝
た
き
り
の
高
齢
者
な
ど

に
、
紙
お
む
つ
を
購
入
し
た
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
１
～
３
月
購
入
分
と
あ

わ
せ
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
の
未
申

請
分
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
４
月

10
日
（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
平
成
26
年
度

分
申
請
の
最
終

締
め
切
り
で
す
。

４
月
11
日
以
降
の
申
請
は
、
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

1
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
５
３
）

自
動
車
税
の
納
税
は

６
月
１
日
ま
で

▼
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
自
動
車
の
所
有
者
（
割
賦
販
売
契

約
の
場
合
は
使
用
者
）
と
し
て
登
録

し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
納

税
通
知
書
が
届
い
た
ら
、
納
期
限
の

６
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
金
融
機
関
・
郵
便

局
ま
た
は
県
税
事
務
所
窓
口
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

情報ネット
ワーク

information

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
　http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレフォンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

お

知

ら

せ

市税の納付は、安心・便利な口座振替で
忙しくて、なかなか納付に行けないという人にも便利！

手続き方法／預貯金通帳、通帳届出印を用意し、市内の金
融機関の窓口でお申し込みください。
※市外の金融機関窓口で申し込みする場合は、事前に「市
税等口座振替依頼書」を取り寄せてください。
※口座振替の手続きが完了するまでには約１か月かかり
ます。振替は、申し込んだ月の翌月以降の納期分から開始
になります。振替を市税の一括払いで申し込んだ場合に、
残高不足などで振替ができなかったときは、その年度は期
別ごとの振替に変更になります。
利用できる金融機関（順不同）
・常陽銀行・筑波銀行・東日本銀行・水戸信用金庫
・中央労働金庫・茨城県信用組合・新ひたち野農業協同組合
・やさと農業協同組合・ゆうちょ銀行・郵便局
■問い合わせ　1 収納対策課（内線 166）

広報いしおか４月１日号  №２２８　１０

ＨＰ

「ぼうさい いしおか」
防災行政無線自動応答
　　　　　　テレホンサービス　

（４月１日からサービス開始）

24 時間以内に放送された防災行政
無線の放送内容が確認できます。
☎ 0120 － 99 － 6907
　（通話無料）
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平
成
27
年
度
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
税
と
納
税
確
認
の
電
子
化

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
ま
た
Ｐ
ａ
ｙ
ｅ

ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）
で
の
納
付
を

希
望
す
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

土
浦
県
税
事
務
所　

収
税
第
二
課

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
７
２
０
８

保
健
医
療
・
福
祉
関
係
の

　

専
門
従
事
者
へ
奨
学
金

▼
保
健
医
療
・
福
祉
関
係
専
門
学
校

な
ど
に
就
学
し
た
人
が
対
象
の
奨
学

金
で
す
。

受
付
期
間
／
４
月
１
日
（
水
）
か
ら

30
日
（
木
）（
平
日
の
み
受
け
付
け
）

定
員
／
２
人

※
奨
学
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過

ぎ
て
か
ら
の
申
請
は
、
受
け
付
け
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

1
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
５
３
）

終
戦
70
周
年
記
念

　
「
洋
上
慰
霊
」

▼
海
没
さ
れ
た
戦
没
者
の
遺
児
を
中

心
に
、
船
舶
を
借
り
上
げ
て
の
洋
上

慰
霊
を
行
う
と
と
も
に
現
地
の
人
々

と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
事
業
で

す
。

参
加
資
格
／
先
の
大
戦
に
お
い
て
父

な
ど
を
海
上
で
亡
く
さ
れ
た
戦
没
者

の
遺
児

※
平
成
22
年
度
に
参
加
し
た
人
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
。

実
施
期
間
／
平
成
28
年
２
月
下
旬
か

ら
３
月
上
旬
（
10
日
間
）

洋
上
慰
霊
予
定
地
域
／
南
西
諸
島
、

台
湾
、
バ
シ
ー
海
峡
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

東
方
、
中
部
太
平
洋
な
ど

申
込
期
間
／
４
月
か
ら
11
月
ま
で

■
申
し
込
み　

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
６
）

■
問
い
合
わ
せ

（
一
財
）　

日
本
遺
族
会 

事
務
局　

☎
０
３
・
３
２
６
１
・
５
５
２
１

手
話
通
訳
者
が

　

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

▼
市
で
は
手
続
き
や
相
談
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
よ
う
に
手
話
通
訳
者
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
登
録
す
れ

ば
、
市
役
所
以
外
の
場
所
に
手
話
通
訳

者
を
派
遣
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

市
役
所 

安
心
し
あ
わ
せ
館

毎
週
月
曜
日
、
第
１
・
３
・
５
木
曜
日

八
郷
総
合
支
所　

第
２
・
４
木
曜
日

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で

を
除
く
）
曜
日
は
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
８
３
）

℻
２
７
・
５
８
３
５

2
市
民
窓
口
課
（
内
線
１
１
２
４
）

℻
４
３
・
１
１
４
２

遺
言
・
相
続
に
関
す
る

　

無
料
法
律
相
談

日
時
／
４
月
16
日
（
木
）

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時

午
後
６
時
～
８
時

場
所
／
茨
城
県
弁
護
士
会
土
浦
支
部

定
員
／
14
人
（
先
着
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

土
浦
支
部
事
務
局

☎
０
２
９
・
８
７
５
・
３
３
４
９

茨
城
子
ど
も
救
急
電
話
相
談

▼
子
ど
も
が
急
な
病
気
に
か
か
っ
て

心
配
な
と
き
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間
／
毎
日
の
夜
間
（
午
後
６

時
30
分
～
11
時
30
分
）

休
日
の
昼
間
（
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
・

午
前
９
時
～
午
後

５
時
）

相
談
電
話
番
号
／

・
す
べ
て
の
電
話
か
ら

☎
０
２
９
・
２
５
４
・
９
９
０
０

・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話
か
ら

☎
♯
８
０
０
０
（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
通
話
料
が

か
か
り
ま
す
。
救
急
医
療
機
関
を
探

す
と
き
は
、
茨
城
救
急
医
療
情
報
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

（
年
中
無
休
24
時
間
対
応
）

☎
０
２
９
・
２
４
１
・
４
１
９
９

身
近
な
法
的
ト
ラ
ブ
ル
は

　
「
法
テ
ラ
ス
」
へ

▼
民
事
問
題
な
ど
で
、
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
よ
い
の
か
困
っ
た
と
き
「
法

テ
ラ
ス
」
で
は
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
た
め
の
情
報
を
無
料
で
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
が
内
容
に
応
じ
て
、
法
制

度
や
相
談
機
関
・
団
体
な
ど
の
紹
介

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
事
裁

判
の
費
用
で
困
っ
て
い
る
人
に
は
、

費
用
を
一
時
立
て
替
え
る
「
法
律
扶

助
」
制
度
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間
／

平
日　
　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

土
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０お

な

や

み

な

し

７
８
３
７
４

■
問
い
合
わ
せ　

法
テ
ラ
ス
茨
城

☎
０
５
０
３
３
８
３
・
５
３
９
０

相

談

１１　広報いしおか４月１日号  №２２８
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くらし
安 全

あ
な
た
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す

　
　
　
　チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
補
助

　

市
で
は
乳
幼
児
の
交
通
安
全
対

策
や
健
全
育
成
支
援
を
図
る
た
め
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
道
路
交
通
法

第
71
条
の
３
第
３
項
の
幼
児
用
補
助

装
置
）
の
購
入
に
要
す
る
経
費
の
一

部
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
方
法

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
後
、

購
入
者
の
氏
名
・
金
額
・
品
名
が
明

記
さ
れ
た
領
収
書
な
ど
（
レ
ジ
ス

タ
ー
な
ど
に
よ
る
領
収
証
・
レ
シ
ー

ト
、
領
収
済
押
印
の
あ
る
買
上
書
）

を
交
付
申
請
書
に
添
付
し
、
ま
ち
づ

く
り
協
働
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※
領
収
書
な
ど
の
コ
ピ
ー
可

申
請
期
間

４
月
１
日
（
水
）
〜

　
　

平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）

補
助
対
象

・
国
土
交
通
省
の
定
め
る
安
全
基
準

に
適
合
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

購
入
し
た
親
権
を
有
し
て
い
る
人

・
申
請
日
に
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
を

養
育
し
て
い
る
人

・
申
請
日
に
乳
幼
児
お
よ
び
親
権
者

が
市
内
在
住
の
人

補
助
額

　

補
助
金
の
額
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
購
入
価
格
（
消
費
税
含
む
）

に
２
分
の
１
を
か
け
た
額
（
１
０
０

円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
）と
し
、

１
台
に
つ
き
５
０
０
０
円
を
限
度
額

と
し
ま
す
。

対
象
台
数

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
台
数
は
、
新
規
購
入
し
た
も

の
で
乳
幼
児
１
人
に
つ
き
１
台
で

す
。申
請
回
数
は
１
回
が
限
度
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
協
働
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

チャイルドシートとは？

　チャイルドシートとは、乳幼児を乗車させる際、座
席ベルトに替わる機能を果たすための座席に固定して
用いる補助装置であって、道路運送車両法第３章およ
びこれに基づく命令の規定に適合し、かつ乳幼児の発
育の程度に応じた形状をしているものです。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告

　
　
　
　
　
　
　

随
時
募
集
中
！

しごと
有料広告

　

市
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
く

ら
し
・
市
政
」「
楽
し
む
・
学
ぶ
」
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
（
有

料
）
枠
を
９
枠
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

広
告
掲
載
の
概
要 

掲
載
の
期
間

　

原
則
１
か
月
単
位
で
、
最
長
12
か

月
ま
で
。
再
掲
載
も
可
能
で
す
。

広
告
の
規
格

・
大
き
さ
…
縦
50
ピ
ク
セ
ル
×
横

１
２
０
ピ
ク
セ
ル

・
形
式
…
Ｇ
Ｉ
Ｆ(

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
可
）、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ

・
デ
ー
タ
容
量
…
10
キ
ロ
バ
イ
ト
以
下

広
告
料
（
掲
載
１
か
月
に
つ
き
）

１
枠
１
万
円
（
全
９
枠
）　

掲
載
で
き
な
い
も
の

　

政
治
や
宗
教
団
体
お
よ
び
そ
の
活

動
に
か
か
わ
る
も
の
や
、
公
共
の
秩

序
や
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
な

ど
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

　

広
告
掲
載
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
秘
書
広
聴
課
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

広報いしおか４月１日号  №２２８　１２



介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見
直

し
を
行
い
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

は
、第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画（
平

成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
）
に
基

づ
く
新
し
い
保
険
料
に
な
り
ま
す
。

　

今
期
は
、
高
齢
化
に
伴
う
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
増
加
、
65

歳
以
上
の
保
険
料
負
担
割
合
の
変
更

（
21
％
が
22
％
に
）
な
ど
に
よ
り
、

保
険
料
が
増
額
に
な
り
ま
す
。

◆
第
６
期
の
介
護
保
険
料

　
　
　
　
（
市
介
護
保
険
料
基
準
額
）

６
万
７
８
７
０
円（
月
額
５
６
５
０
円
）

※
下
表
の
所
得
段
階
５
参
照

●
所
得
段
階
別
保
険
料

（年額）

所
得

段
階

市
民
税

課
税
の

有
無

対
象
者

保
険

料
率
保
険
料
額（
年
額
）

１

生
活
保
護
か
老
齢
福
祉
年
金

受
給
者

0.45

３
万
５
４
０
円

合
計
所
得
金
額
と
年
金
収
入

が
80
万
円
以
下
の
人

２

合
計
所
得
金
額
と
年
金
収
入

が
80
万
円
を
超
え
１
２
０
万

円
以
下
の
人

0.75

５
万
９
０
０
円

３

合
計
所
得
金
額
と
年
金
収
入

が
１
２
０
万
円
を
超
え
る
人

４

合
計
所
得
金
額
と
年
金
収
入

が
80
万
円
以
下
の
人

0.9

６
万
１
０
８
０
円

５

第
４
段
階
に
該
当
し
な
い
人

（
基
準
額
）

1.0

６
万
７
８
７
０
円

６

合
計
所
得
金
額
が
、
１
２
０
万

円
未
満
の
人

1.2

８
万
１
４
４
０
円

７

合
計
所
得
金
額
が
、

１
２
０
万
円
以
上
１
９
０
万

円
未
満
の
人

1.35

９
万
１
６
２
０
円

８

合
計
所
得
金
額
が
、
１
９
０
万

円
以
上
２
９
０
万
円
未
満
の
人

1.6

10
万
８
５
９
０
円

９

合
計
所
得
金
額
が
、
２
９
０
万

円
以
上
５
０
０
万
円
未
満
の
人

1.8

12
万
２
１
６
０
円

10

合
計
所
得
金
額
が
、
５
０
０
万

円
以
上
の
人

2.1

14
万
２
５
２
０
円

非課税世帯
課税世帯
（本人が
非課税）

本人が課税

65
歳
以
上
の
人
へ

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費　

　

第
６
期
介
護
保
険
料
事
業
計

画
で
見
込
ん
だ
３
か
年
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
必
要
額
は

２
０
６
億
９
５
４
９
万
円
で
す
。
こ

の
う
ち
、
45
億
５
３
０
０
万
円
を
所

得
段
階
別
保
険
料
に
基
づ
き
、
65
歳

以
上
の
人
の
保
険
料
で
ま
か
な
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
納
め
方

　

65
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
料
が
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人
は
、

引
き
続
き
天
引
き
に
な
り
ま
す
。
４

月
か
ら
新
た
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
人
に
は
、
天
引
き
開
始
の
通
知

書
が
届
き
ま
す
。
年
金
が
年
額
18
万

円
未
満
、
ま
た
は
年
金
か
ら
天
引
き

に
な
ら
な
い
人
に
は
、
４
月
中
旬
に

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

公費（国・県・市）

2 号被保険者保険料
（40 歳以上 65 歳未
満の人）

１号被保険者保険料
（65 歳以上の人）

第６期計画値総計
206 億 9,549 万円

H24
実績

H25
実績

H26
実績見込

H27
計画値

H28
計画値

H29
計画値第

６
期

20 40 60 億円

福　祉
保険料
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■問い合わせ
　介護保険室
　☎ 23‒1111（内線 155）



　

特
定
健
診
と
健
康
診
査
の
受
診
方

法
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
実
施

し
て
い
る
集
団
検
診
（
広
報
い
し
お

か
４
月
１
日
号
に
折
り
込
ま
れ
る
保

健
セ
ン
タ
ー
年
間
予
定
表
を
参
照
）

と
、医
療
機
関
で
の
検
診
（
要
予
約
）

の
二
つ
で
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
と
の
重
複
受
診
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
特
定
健
診
の
対
象

　国
民
健
康
保

険
加
入
者
で
40
歳
～
74
歳
の
人

■
内
容　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣

病
を
よ
り
効
果
的
に
予
防
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
予
防
が
必
要
な
人
に

は
、
専
門
家
に
よ
る
特
定
保
健
指
導

で
自
ら
が
生
活
習
慣
病
を
改
善
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

※
受
診
当
日
持
参
す
る
も
の

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
４
月
下

旬
送
付
）

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
負
担
金
１
０
０
０
円
（
70
歳
以
上

は
無
料
）

■
健
康
診
査
の
対
象

　後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者

■
内
容　

健
康
診
査
は
、
生
活
習
慣

病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る
こ

と
で
健
康
の
維
持
と
安
定
し
た
生
活

の
向
上
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

※
受
診
当
日
持
参
す
る
も
の

・ 

健
康
診
査
受
診
券
（
４
月
下
旬
送

付
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
負
担
金
は
無
料

医療機関 電話番号

小美玉市
石岡循環器科脳神経外科病院 58-5211
やまぐち医院 37-1055

かすみがうら市
太田医院 59-2026

酒井医院  029-
897-1006

高木医院  029-
832-2020

大和医院  029-
831-7937

土浦市

土浦協同病院  029-
826-3221

◎ 40 歳～ 74 歳の「特定健康診査」は、上記の
実施機関以外にも県医師会と県国民健康保険団体
連合会との集合契約が締結されている県内の医療
機関で受診できます。詳しくは、医療機関にお問
い合わせください。

【特定健康診査・健康診査実施機関】

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん

特
定
健
診
・
健
康
診
査

　
　
　
　
　

早
め
の
受
診
を

医療機関 電話番号

市　　内

石岡市医師会病院 23-4113
石岡第一病院 22-5151
岡﨑内科医院 22-2014
柏木医院 22-2874
グリーンクリニック 36-4120
ごとう内科 36-0510
斉藤病院 26-2131
山王台病院 26-3130
石岡診療所 24-5080
杉並クリニック 27-6700
関クリニック 23-8300
芹澤医院 22-2035
田中クリニック 23-2288
藤井内科クリニック 35-5005
府中クリニック 22-2146
渡辺クリニック 26-7633
吉川医院 43-0018

助
成
期
間　

５
月
１
日
～
平
成
28
年
１
月
31
日

■問い合わせ　
「受診券」について　市役所 保険年金課　☎ 23-1111
・国民健康保険（内線 164）
・後期高齢者医療制度（内線 145）

「健診」について
石岡保健センター☎ 24-1386
八郷保健センター☎ 43-6655

健 康
助成

広報いしおか４月１日号  №２２８　１４



■
対
象

1
国
民
健
康
保
険
加
入
者

・
30
歳
以
上
75
歳
未
満
で
国
保
税
を

完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人

2
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

・
市
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
完
納
し
て
い
る
人

■
申
請
方
法

　

受
診
種
別
を
一
つ
選
ん
で
医
療
機

関
に
予
約
の
上
、
次
の
①
～
④
を
持

参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

②
予
約
票

③
特
定
健
康
診
査
受
診
券
ま
た
は
健

康
診
査
受
診
券（
４
月
下
旬
に
送
付
）

④
認
め
印

■
ご
注
意

●
基
本
検
査
項
目
以
外
は
別
料
金
で

す
。

●
人
間
ド
ッ
ク
、
特
定
健
康
診
査
・

健
康
診
査
は
、
年
度
内
に
い
ず
れ
か

１
回
し
か
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
重
複

し
て
受
診
し
た
場
合
は
、
重
複
分
を

返
還
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
４
月
以
降
、
職
場
な
ど
で
健
康
診

査
を
受
診
し
た
人
は
、
保
険
年
金
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん

人
間
ド
ッ
ク
・

　
　
　
　

脳
ド
ッ
ク
に
助
成

助
成
期
間　

５
月
１
日
～
平
成
28
年
１
月
31
日

対象 医療機関 種別 自己負担額

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

石岡市医師会病院
大砂 10528-25

☎ 23-4113
日帰り 19,140 円

石岡第一病院
東府中 1-7
☎ 22-5151

日帰り 23,200 円

石岡ひかりクリニック
東大橋 1898-5

☎ 26-8055
日帰り 17,800 円

山王台病院
東石岡 4-1-38
☎ 26-3130

日帰り 20,500 円
１泊 47,500 円

脳 ド ッ ク
Ｂ 13,740 円

土浦協同病院
土浦市真鍋新町 9-35

☎ 029-826-3221

日帰り 21,040 円
１泊 49,606 円

筑波メディカル
センター　

つくば市天久保 1-2
☎ 029-856-3500

日帰り 21,256 円
１泊 47,176 円

脳 ド ッ ク
Ａ 29,000 円

茨城県メディカル
センター

水戸市笠原町 489
☎ 029-243-1111

日帰り
21,256 円

（30 ～ 39 歳
21,040 円）

石岡循環器科脳神経
外科病院　

小美玉市栗又四ケ　
　　1768-29　　

☎ 58-5211

脳 ド ッ ク
Ｂ 12,920 円

対象 医療機関 種別 自己負担額

国

民

健

康

保

険

加

入

者

の

み

神立病院
土浦市神立中央

5-11-2
☎ 029-831-9711

日帰り 18,880 円
脳 ド ッ ク

Ａ 25,760 円

脳 ド ッ ク
Ｂ 19,400 円

牛久愛和総合病院
牛久市猪子町 896
☎ 029-873-4334

日帰り 18,880 円

１泊 48,580 円
脳 ド ッ ク

Ａ 23,600 円

脳 ド ッ ク
Ｂ 19,400 円

筑波記念病院
つくば市要
1187-299

☎ 029-864-3588

日帰り 19,960 円

１泊 43,720 円
脳 ド ッ ク

A 34,400 円

脳 ド ッ ク
Ｂ 30,200 円

霞ヶ浦成人病
研究事業団

阿見町中央 3-20-1
☎ 029-887-4563

日帰り 21,040 円

１泊 43,720 円
脳 ド ッ ク

Ａ 29,000 円

水戸済生会総合病院
水戸市双葉台 3-3-10

☎ 029-254-9044

日帰り 21,040 円

脳 ド ッ ク
Ａ 34,400 円

人間ドック・脳ドック
種　　　　　別 助 成 額

日帰り人間ドック 20,000 円

１泊人間ドック 20,000 円

日帰り脳ドックＡ 特定健康診査

または健康診査

有 25,000 円

日帰り脳ドックＢ 無 13,000 円

【助成額】

■申請・問い合わせ　市役所 保険年金課　☎ 23-1111　　
国民健康保険（内線 164）・後期高齢者医療制度（内線 145）

八郷総合支所 市民窓口課
☎ 43-1111（内線 1123）

健 康
助成

１５　広報いしおか４月１日号  №２２８



　

九
州
・
佐
賀
県
の
と
あ
る
温
泉
ま

ち
に
常
識
を
く
つ
が
え
す
よ
う
な
図

書
館
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

３
６
５
日
年
中
無
休
で
、
午
前
９

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
開
館
し
、
館

内
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
で
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら
読
書
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
蔦つ

た
や屋
書
店
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
も
と
、
雑
誌

や
文
具
を
買
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

　

そ
の
名
も
、
武
雄
市
図
書
館
。
２

年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
、
そ
の
革
命
的
と
も
い
え
る
運
営

ス
タ
イ
ル
を
学
ぼ
う
と
昨
年
は
40
万

人
も
の
行
政
視
察
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

　

蔵
書
数
は
20
万
冊
で
、
こ
の
数
字

は
石
岡
市
立
中
央
図
書
館
と
変
わ
り

な
い
も
の
の
、
そ
の
す
べ
て
が
手
に

取
っ
て
読
め
る
よ
う
に
棚
に
並
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
図
書
館
の
精
神
に
触
れ
よ
う

と
、
私
を
含
め
た
県
内
の
市
町
村
長

12
名
が
武
雄
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
前

日
に
茨
城
空
港
発
の
ス
カ
イ
マ
ー
ク

便
で
福
岡
に
降
り
、
1
3
0
0
年

の
国
指
定
史
跡
・
鴻こ

う
ろ
か
ん

臚
館
を
視
察
し

た
後
の
行
程
で
し
た
。 

　

武
雄
市
は
人
口
5
万
人
の
歴
史

あ
る
温
泉
郷
で
、
山
々
に
囲
ま
れ
た

盆
地
の
中
に
あ
る
ま
ち
で
す
。 

　

図
書
館
の
周
囲
は
、神
社
や
寺
院
、

自
然
庭
園
な
ど
が
あ
り
、
山
が
近
く

ま
で
迫
っ
て
い
ま
す
。 

　

バ
ス
を
降
り
て
図
書
館
へ
近
づ
い

て
い
く
と
、
玄
関
口
に
就
任
し
た
ば

か
り
の
小
松た

だ
し
政
市
長
が
出
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。 

「
よ
う
こ
そ
、
お
出
で
く
だ
さ
い
ま

し
た
」と
30
代
後
半
の
若
い
市
長
は
、

気
さ
く
な
雰
囲
気
で
す
。 

　

さ
て
、
館
内
を
歩
い
て
み
る
と
、

随
所
に
あ
る
読
書
ス
ペ
ー
ス
で
熱
心

に
本
を
読
む
人
た
ち
が
い
て
、
こ
の

施
設
が
い
か
に
親
し
ま
れ
て
い
る
か

が
実
感
で
き
ま
す
。 

　

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
の
読
書

や
友
人
と
の
語
ら
い
、
児
童
コ
ー

ナ
ー
で
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。 

　

画
期
的
で
そ
の
優
れ
た
コ
ン
セ
プ

ト
に
は
、
誰
も
が
驚
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
近
年
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
目
指

す
自
治
体
も
増
え
、
こ
の
夏
に
は
友

好
都
市
の
多
賀
城
市
が
同
様
の
ス
タ

イ
ル
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
加
え
た
図
書

館
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
予
定
で
す
。 

　

視
察
を
終
え
て
、
私
は
石
岡
の
図

書
館
の
将
来
像
を
改
め
て
考
え
ま
し

た
。
明
治
22
年
に
創
設
さ
れ
た
図
書

館
は
、
卓
越
し
た
志
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。 

　

そ
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
図

書
館
が
市
民
の
情
報
源
や
元
気
の
源

と
し
て
十
分
に
機
能
す
る
よ
う
英
知

を
集
め
る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

　

今
回
拝
見
し
た
郷
土
資
料
が
、
当

市
の
そ
れ
よ
り
ず
っ
と
少
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
、
先
進
地
が
す
べ
て
に
優

れ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。 

　

し
か
し
、
将
来
に
向
け
て
、
図
書

館
の
夢
が
広
が
っ
た
視
察
で
あ
っ
た

こ
と
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。「
読

書
尚
友
」
の
言
葉
の
よ
う
に
、
本
を

読
ん
で
賢
人
を
友
と
す
る
豊
か
な
暮

ら
し
を
提
供
す
る
図
書
館
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

市
長
日
記
⑭

２
月
17
日
（
火
）

図
書
館
の
夢

今
泉 

文
彦

文
と
写
真

11
月
25
日
開
催

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
9

子
育
て
環
境
の
充
実

　
◎
団
体　

林
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

参
加
者
は
14
人
、
座
談
会
方
式
で

行
い
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
、
市
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
説
明
と
、
26
年
度
は
資
料
集
め
を

行
い
、
27
年
度
に
先
生
た
ち
の
協
力

の
も
と
、
ふ
る
さ
と
教
育
の
副
読
本

の
編
集
作
業
を
行
う
予
定
と
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
、

現
状
も
含
め
て
活
発
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
･
1
1
1
1

　
（
内
線
２
１
２
）

　　　　　林小 PTA から出された意見

・八郷中学校は統合により生徒数が増え、勉強・
スポーツともに平均点が上がり良い影響が出て
いる。しかし、500人規模の学校にしてはスポー
ツ施設が狭いので、旧八郷南中や旧有明中の体
育館やグラウンドを使用できないか。
・近所に子どもたちが遊ぶ公園や広場がないの
で、道路で遊んでいる状況。自転車で行ける距
離に公園など、自由に遊べる場所を作ってほしい。
・部活のバス代が多くかかるので、通学用のバ
スが空いている時間帯の使用が出来ないか。部
活によって負担額が違うので、保護者による任
意の後援会で対応してはどうか。
・各バス停までが遠いので少しずつでも駐輪場
を作れないか。「110 番の家」のように地元の
皆さんの協力で対応できないか。
・学校に何らかの形で関わりたいと思っている
地域の人がいるので、その意思を生かしたい。

広報いしおか４月１日号  №２２８　１６

▲スタッフが親切、丁寧に説明をしてくれました



最
終
回

筑
波
山
地
域
を
ジ
オ
パ
ー
ク
に
！

　

筑
波
山
を
中
心
と
す
る
筑
波
山
塊

を
取
り
巻
く
６
市
は
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
へ
の
登
録
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

郷
土
の
名
峰
筑
波
山
。
古
く
か
ら

信
仰
の
対
象
と
さ
れ
、
風
土
記
や
万

葉
集
か
ら
も
人
々
に
愛
さ
れ
る
山
で

あ
る
こ
と
が
伝
わ
り
ま
す
。
山
頂
は

堅け
ん
ろ
う牢
な
は
ん
れ
い
岩
で
、「
日
本
百

名
山
」
の
中
で
も
こ
こ
だ
け
で
す
。

は
ん
れ
い
岩
の
岩が

ん
か
い塊
が
割
れ
た
り
崩

れ
た
り
し
て
、
弁
慶
七
戻
り
や
ガ
マ

石
な
ど
の
奇
岩
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

北
側
の
加
波
山
周
辺
か
ら
笠
間
に

か
け
て
は
花か

こ
う崗
岩
が
広
く
見
ら
れ
ま

す
。
筑
波
山
と
共
に
修
験
者
の
修
行

の
中
心
と
な
っ
た
場
所
で
す
。
こ
こ

で
も
花
崗
岩
の
岩
塊
が
奇
岩
を
作
っ

て
い
ま
す
。

　

真
壁
周
辺
（
桜
川
市
）
や
稲
田
周

辺
（
笠
間
市
）
は
石
材

産
地
と
し
て
栄
え
、
石

材
の
加
工
は
中
世
に
始

ま
り
ま
す
。
稲
田
駅
に

隣
接
し
て
「
石
の
百
年

館
」
が
移
築
開
館
し
ま

し
た
。
石
と
共
に
あ
っ

た
暮
ら
し
や
地
域
の
近

代
化
へ
の
貢
献
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
笠

間
城
は
岩
山
を
利
用
し

て
築
か
れ
、
花
崗
岩
の

風
化
の
様
子
も
よ
く
分

か
り
ま
す
。
花
崗
岩
は

　
風
化
物
（
マ
サ
）
が
崩
れ
や
す
く
、

山
麓
に
緩
や
か
な
斜
面
を
作
り
ま
す
。

真
壁
城
は
緩
斜
面
を
う
ま
く
利
用
し

て
築
城
さ
れ
て
い
ま
す
。
花
崗
岩
の

風
化
物
か
ら
粘
土
が
堆
積
し
、
笠
間

焼
の
よ
う
な
工
芸
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

筑
波
山
塊
の
東
側
の
山
地
は
一
億

年
前
の
地
層
に
起
源
を
持
つ
変
成
岩

が
作
っ
て
い
ま
す
。
愛
宕
山
（
笠
間

市
）
や
龍
神
山
は
信
仰
の
対
象
と
な

り
、
ま
た
古
墳
の
石
室
に
広
く
使
わ

れ
た
石
は
こ
の
辺
り
の
も
の
で
す
。

　

山
か
ら
湖
ま
で
続
く
広
い
台
地
は

山
地
が
供
給
し
た
大
量
の
土
砂
が

作
っ
た
地
形
で
、
関
東
平
野
に
特
徴
的

で
す
。
歩
崎
（
か
す
み
が
う
ら
市
）
の

地
層
や
上
高
津
貝
塚
（
土
浦
市
）
か
ら

こ
こ
10
万
年
間
の
海
水
準
変
動
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
筑
波
山
頂
な
ど
に
残

さ
れ
る
ブ
ナ
林
と
と
も
に
気
候
変
動

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

石
岡
市
内
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
八
郷
盆
地
で
は
地
形
を
生
か

し
た
農
林
業
が
盛
ん
で
す
。
天
然

記
念
物
の
球
状
花
崗
岩
や
岩
層
の

傾
斜
が
作
っ
た
鳴
滝
、
縄
文
の
入

江
と
歴
史
を
残
す
高
浜
、
地
形
と

資
源
を
活
か
し
た
瓦
塚
と
国こ

く
が衙
施

設
群
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
他
に
も
宝

が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
大
地
の
宝
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
に
、
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、

筑
波
山
地
域
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

登
録
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。（
終
）

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
・

　
　
　
　サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　会
員
募
集
中

　

ジ
オ
ツ
ア
ー
な
ど
の
活
動
に
参
加

し
て
、
筑
波
山
周
辺
の
地
質
や
歴
史

文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
ジ
オ
パ
ー

ク
の
視
点
で
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
で
は
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
地
域
の
魅

力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

■
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
る
と

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト

の
ご
案
内
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

活
動
に
参
加
す
る
の
は
大
変
だ
け

ど
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
興
味
が
あ
る

と
い
う
人
も
歓
迎
で
す
。
ジ
オ
パ
ー

ク
に
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
人
は
、

気
軽
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら
。

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

http://tsukuba-geopark.jp/

筑
波
山
地
域
を
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
！

　
　〜
い
し
お
か
大
地
の
物
語
〜 

⑧

矢野徳也
（自然公園指導員）
自然環境の調査や、学校
などでの環境教育を精力
的に活動している。

▲筑波山頂から霞ヶ浦を望む
標高877mからの眺め。筑波山頂は地下深くでマグマが固まっ
た岩石が作る。

▲霞ヶ浦から筑波山を望む
山と台地と湖と、筑波山地域を標高 0mから眺める。
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石岡保健センター
☎ 24-1386　ＦＡＸ 24-4638 
八郷保健センター
☎ 43-6655　ＦＡＸ 44-1492
こころといのちの電話相談　
毎月第２火曜日
午前９時～正午、午後１時～４時

（八郷保健センター内）

助

　成

 

健
（
検
）
診

　

５
月　

総
合
健
診（
石
岡
地
区
）

日
時　

５
月
28
日（
木
）・
29
日（
金
）・

30
日
（
土
）
午
前
７
時
～
10
時
30
分

場
所　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法　

４
月
27
日
（
月
）
～
５

月
１
日（
金
）に
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
１
日
の

定
員
が
２
５
０
人
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

　

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

　

医
療
機
関
で
の
子
宮
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
を
希
望
す
る
人
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
～
平

成
28
年
１
月
29
日
（
金
）

※ 

受
診
券
の
有
効
期
間
は
発
行
日

か
ら
１
か
月
間
で
す
。

   

要
件
該
当
で
負
担
金
が
無
料

　

健
康
診
査
（
特
定
健
康
診
査
を
除

く
）
や
が
ん
検
診
は
、
次
の
①
か
ら

⑤
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
負
担
金

が
無
料
に
な
り
ま
す
。
①
満
70
歳
以

上
の
人
②
65
～
69
歳
で
「
後
期
高
齢

者
の
健
康
診
査
受
診
券
」
が
届
い
た

人
③
健
（
検
）
診
日
現
在
、
生
活
保

護
法
に
よ
る
被
保
護
者
④
当
該
年
度

分
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
（
世
帯

員
全
員
が
非
課
税
）
⑤
障
が
い
の
重

度
判
定
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・

２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
・
Ａ
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
）

※
③
④
に
該
当
す
る
、
場
合
は
「
健

（
検
）
診
負
担
金
免
除
証
明
願
」
が

必
要
で
す
。
③
は
市
役
所
福
祉
事
務

所
、
④
は
市
役
所
税
務
課
ま
た
は
総

合
支
所
市
民
窓
口
課
で
証
明
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
⑤
に
該
当
す
る
人
は

健
（
検
）
診
当
日
に
障
害
者
手
帳
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

任
意
予
防
接
種
助
成

助
成
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
～
平

成
28
年
３
月
31
日
（
木
）

※
市
内
の
指
定
医
療
機
関
で
の
接
種

の
み
助
成
し
ま
す
。
な
お
、
生
活
保

護
世
帯
に
は
全
額
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す
。

○
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種

対
象　

市
内
在
住
で
、
生
後
６
週
か

ら
32
週
ま
で
の
乳
児

助
成
額　

１
回
５
０
０
０
円
（
２
回

ま
で
）

○
水
痘
（
み
ず
ぼ
う
そ
う
）
予
防
接
種

対
象　

市
内
在
住
で
、
満
３
歳
～
就

学
前
の
幼
児

助
成
額　

４
０
０
０
円（
１
回
の
み
）

○
流
行
性
耳
下
腺
炎
（
お
た
ふ
く
か

ぜ
）
予
防
接
種

対
象　

市
内
在
住
で
、
満
１
歳
～
就

学
前
の
幼
児

助
成
額　

３
０
０
０
円（
１
回
の
み
）

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌

　
　
　
　
　

予
防
接
種
助
成

対
象　

①
定
期
接
種
（
平
成
27
年
度

中
に
65
・
70
・
75
・
80
・
85
・
90
・

95
・
１
０
０
歳
の
人
、
60
歳
以
上
65

歳
未
満
で
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
、

免
疫
機
能
な
ど
に
重
い
病
気
の
あ
る

人
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
所
持
）

②
任
意
接
種
（
65
歳
以
上
で
①
以
外

の
人
）

※
い
ず
れ
も
過
去
に
接
種
歴
の
な
い

こ
と
が
条
件
で
す
。

助
成
額　

４
０
０
０
円　
（
１
回
）

※
生
活
保
護
世
帯
に
は
、
全
額
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
。

接
種
場
所　

石
岡
市
医
師
会
に
加
入

し
て
い
る
医
療
機
関（
定
期
・
任
意
）、

県
医
師
会
加
入
医
療
機
関
（
定
期
の

み
※
任
意
の
人
は
、実
費
支
払
い
後
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
償
還
払
い
）

※
対
象
者
に
は
必
要
書
類
を
４
月
下

旬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

接
種
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

償
還
払
い
の
予
防
接
種
助
成

　
（
銀
行
口
座
な
ど
へ
の
振
り
込
み
）

◎
成
人
風
し
ん
予
防
接
種

対
象　

妊
娠
を
予
定
、
ま
た
は
希
望

し
て
い
る
女
性
と
そ
の
配
偶
者
、
妊

娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

助
成
額　

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン　
　

３
０
０
０
円

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
０
円

◎
県
外
で
定
期
予
防
接
種
を
受
け
た

乳
幼
児
予
防
接
種
費
用

対
象　

里
帰
り
な
ど
の
事
情
に
よ
り

県
外
で
の
定
期
予
防
接
種
を
受
け
た

人
（
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
各
保

健
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

《
償
還
払
い
の
手
続
き
方
法
》

　

接
種
し
た
予
防
接
種
の
領
収
書
、

通
帳
な
ど
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も

の
、
認
め
印
、
母
子
健
康
手
帳
を
持

参
し
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

広報いしおか４月１日号  №２２８　１８

ピカピカ歯みがき教室

　就学前の幼児を対象に、歯の健
康を守るため、歯科診察、フッ素
塗布を行います。詳し
くは「保健センター年
間予定表」をご確認く
ださい。

健康ガイド

Health Guide



硬
式
テ
ニ
ス
教
室

日
時
／
４
月
19
日
（
日
）
か
ら
毎
週

日
曜
日 （
全
10
回
）  

午
前
９
時
～
11
時

場
所
／
八
郷
総
合
運
動
公
園　

テ
ニ

ス
コ
ー
ト

対
象
／
12
歳
以
上
の
人

定
員
／
20
人
（
先
着
）

参
加
費
／
４
０
０
０
円

※
ボ
ー
ル
代
・
ス
ポ
ー
ツ
保
険
を
含

み
ま
す
。

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
の
場
合
は
、
午
後
８
時
～
９

時
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
／
４
月
17
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

八
郷
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
担
当
：
稲
見
）

☎
０
９
０
・
３
２
０
３
・
２
０
２
１

 yasato_tennis_club@
yahoo.

co.jp

１
月
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
結
果

優

　勝　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

準
優
勝　

城
南
チ
ー
ム

平
成
26
年
度
石
岡
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
月
15
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

混
合
複
Ａ　

第
１
位　

井
上
茂
・
小
川
益
子

第
２
位　

淀
縄
将
人
・
本
多
早
苗

第
３
位　

江
端
恭
平
・
小
松
崎
佐
知
子

第
３
位　

小
沼
昭
紀
・
冨
山
芙
紀

混
合
複
Ｂ

第
１
位　

谷
田
部
章
夫
・
足
立
美
佐
代

第
２
位　

石
橋
淳
・
小
松
美
華
子

第
20
回
八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
会
長
杯

２
月
26
日　

シ
ニ
ア
男
子

優

　勝　

千
葉
誠

準
優
勝　

宮
部
善
守

第
３
位　

大
槻
進

Ｇ
シ
ニ
ア
男
子

優

　勝　

曽
根
一
郎

準
優
勝　

松
浦
秀
雄

第
３
位　

潮
田
尚
文

女
子

優

　勝　

宮
部
と
め
子

準
優
勝　

大
槻
洋
子

第
３
位　

竹
内
勝
子

結

　果

石岡運動公園　　　　　☎ 26-7210　　八郷総合運動公園　　　　☎ 43-6884　
石岡海洋センター　　　☎ 23-5191　　柏原野球公園管理事務所　☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設　☎ 43-6884

募

　集

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
子
ど
も

た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
喜
び
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
財
団
法

人
日
本
体
育
協
会
が
創
設
し
た
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

地
域
の
大
人
が
子
ど
も
た
ち
に

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
は
、
50
年
以

上
続
い
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
43
の
団
体
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
仲
間
に
な
っ
て
楽

し
く
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

ス
ポ
ー
ツ
の
種
類

野
球
・
剣
道
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

サ
ッ
カ
ー
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
柔
道
・

空
手
道
・
水
泳
・
複
合
（
野
球
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

団
員　

小
学
１
年
生
か
ら
19
歳
の

男
女

※
各
少
年
団
は
、
小
学
生
以
上
が

10
人
以
上
と
、
成
人
の
指
導
者
２

人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

団
に
よ
り
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局

（
石
岡
市
運
動
公
園
体
育
館
内
）

☎
２
６
・
７
２
１
０

スポーツ少年団員募集！

さまざなスポーツ活動を行ってい
るスポーツ少年団でたくさんの仲
間をつくりませんか。

新学期、新しいことに挑戦してみよう！ 何かスポーツを
　　　始めてみたい…

子どもにスポーツを始めさせ
たいけど、地域で楽しくやっ
ているところはないかな？

１９　広報いしおか４月１日号  №２２８

スポーツ情報
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開館時間 午前 10 時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎ 27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）をご利用ください。

情報センター
　　　ニュース

ま ち か ど

４月のコミュニティ

ギャラリー

▼
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
く
か
ら

３
・
土
・
市
（
サ
ン
ド
市
）。
中

心
街
の
店
先
を
借
り
て
、
趣
味
の

手
作
り
品
、
園
芸
品
な
ど
を
展
示

販
売
。
新
鮮
野
菜
も
並
び
ま
す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
歓
迎
！

参
加
者
募
集
中
。

日
時

　第
３
土
曜
日  

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所

　香
丸
・
中
町
・
御
幸
通

り
の
参
加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情

報
セ
ン
タ
ー

折
り
紙
教
室　

18
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん

キ
ッ
ズ
） 

対
象 

未
就
園
児
（
０

〜
４
歳
）

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
15
分
か

らち
り
め
ん
小
物　

毎
月
第
１
・

３
土
曜
日 

午
後
１
時
か
ら

心
と
体
の
健
康
相
談

毎
週
水
曜
日 

午
前
10
時
30
分

〜
午
後
１
時

今月のサンド市は 18 日

い
し
お
か
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　入
賞
作
品
展

日
に
ち

　３
月
31
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

〜
４
月
８
日（
水
）

石
岡
遊
雅
会
に
よ
る
墨
絵
展

日
に
ち　

４
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
19
日
（
日
）

石
岡
の
現
代
を
語
る

屋
口
正
一

　コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
パ
ー
ト
Ⅲ

日
に
ち　

４
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
29
日
（
水
）

わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
募
集

▼
お
母
さ
ん
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

内
容　

食
育
や
畑
体
験
、
季
節
の

行
事
な
ど

対
象　

未
就
園
児
（
０
〜
４
歳
）

活
動
日　

月
一
回
程
度

活
動
場
所　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン

タ
ー
ほ
か

子育て応援

報
セ
ン
タ
ー

旭台会館
人 づ くり 仲 間 づ くり

珈琲ペーパー
　　ドリップ入門

▼
ド
リ
ッ
プ
の
仕
方
や
飲
み
比

べ
を
行
い
ま
す
。（
ケ
ー
キ
付
） 

日
時
／
５
月
31
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
正
午

定
員
／
20
人 

参
加
費
／
５
０
０
円

講
師
／
鈴
木
誉
志
男

▼
日
本
の
文
化
を
ゆ
っ
く
り
と

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

日
時
／
５
月
22
日
・
６
月
５
・

19
日
・
７
月
３
・
17
・
31
日
（
金
）

午
前
10
時
〜 

正
午

定
員
／
15
人

参
加
費
／
１
２
０
０
円

講
師
／
藤
井
芳
江

お茶の稽古茶道入門

▼
筆
で
文
字
を
書
く
楽
し
さ
を

思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

日
時
／
５
月
22
・
29
日
・
６
月

５
・
12
・
19
・
26
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員
／
８
人

参
加
費
／
２
０
０
円

講
師
／
石
川
淳 

初心者書道講座

▼
基
本
的
な
着
物
の
着
付
け
を

学
び
ま
す
。 

日
時
／
５
月
23
・
30
日
、
６

月
６
・
13
・
20
・
27
日
（
土 

）

午
後 

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員
／
15
人

参
加
費
／
無
料

講
師
／
小
池
俊
枝

着物で見つける講座
▼
ペ
ー
パ
ー
ナ
プ
キ
ン
を
様
々

な
も
の
に
貼
り
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
ク
ラ
フ
ト
で
す
。 

日
時
／
５
月
23
日
、
６
月
６
・

20
日
、
７
月
４
・
18
日
、
８
月

１
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分 

〜
３
時
30
分

定
員
／
15
人

講
師
／
伊
勢
山
知
子

参
加
費
／
３
０
０
０
円

デコ・ナップ講座
▼
生
活
空
間
に
、
季
節
の
花
を

取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。  

日
時
／
５
月
23
・
30
日
、
６
月

20
・
27
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

定
員
／
10
人

講
師
／
広
瀬
紀
子

参
加
費
／
３
３
６
０
円

生け花の基本を学ぶ

▼
健
康
増
進
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
、

さ
ら
に
感
情
の
解
放
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
も
あ
り
ま
す
。 

 

日
時
／
５
月
22
・
29
日
、
６
月

５
・
12
・
19
・
26
日
（
金
）
午

後
７
時
〜
８
時
30
分

定
員
／
15
人 

参
加
費
／
無
料

講
師
／
奥
野
珠
美

０からはじまる
　ハワイフラ講座

受付期間／４月7日（火）
　　　　　　　　　～24日（金）
午前９時～午後５時
※月曜休館で、定員を超えた場
合は抽選です。
■申し込み・問い合わせ
旭台会館
☎ 26‒1366
℻ 26‒1780
　asahidai@smile.ocn.ne.jp

講 座

掘り出しモノがあるかも !?

身近なまちのギャラリー
　気軽にのぞいてみてください

広報いしおか４月１日号  №２２８　２０



人
に
寄
り
添
え
る
仕
事
が
し
た
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

近
年
、
多
く
の
人
が
性
別
に
関
係

な
く
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
の
場
を

広
げ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
一
般
社

団
法
人
石
岡
市
医
師
会 

石
岡
市
医

師
会
病
院
で
、
看
護
師
と
し
て
働
く

及
川
重
隆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

―
―
な
ぜ
看
護
師
と
い
う
仕
事
を
選

ば
れ
た
の
で
す
か
。

及
川
さ
ん　

実
は
、
私
は
元
々
病
院

に
対
し
て
医
療
機
器
な
ど
を
販
売
す

る
企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
し
た
。

一
念
発
起
し
て
、
看
護
師
を
目
指
し

た
の
は
三
十
代
前
半
の
頃
で
す
。
業

者
と
し
て
医
療
の
現
場
に
関
わ
る
中

で
、
人
の
命
に
寄
り
添
う
職
業
に
魅

力
を
感
じ
、
看
護
師
に
転
職
を
決
意

及
川　

重
隆
さ
ん
（
看
護
師
）

　
　
　
　
　
（
一
般
社
団
法
人　

石
岡
市
医
師
会　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
岡
市
医
師
会
病
院
）

▲地域防災・AED 講習など、ボラン
ティア活動にも力を注ぐ及川さん。「災
害に強い地域を作るには、人と人を結
ぶネットワーク作りが鍵」

し
ま
し
た
。
現
在
、
患
者
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
ケ
ア
に
加
え
て
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
を
管
理
す
る
業

務
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

―
―
仕
事
を
す
る
上
で
目
標
と
し
て

い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

及
川
さ
ん　

家
族
と
患
者
さ
ん
に
大

切
な
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め

に
、最
良
の
ケ
ア
を
す
る
こ
と
で
す
。

私
の
父
は
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
す

が
「
あ
の
時
こ
う
し
て
あ
げ
れ
ば
良

か
っ
た
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

て
…
。
父
親
に
し
て
あ
げ
た
か
っ
た

こ
と
を
胸
に
、
日
々
患
者
さ
ん
や
そ

の
家
族
に
接
し
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
男
性
の
看
護
師
が
増
え
て

い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

及
川
さ
ん　

や
は
り
、

「
看
護
師
＝
女
性
の
仕

事
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
て
い
く
こ
と
で

す
ね
。
現
在
も
、
看
護

師
全
体
に
占
め
る
女
性

の
割
合
が
大
き
い
こ
と

は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
実
際
の
と

こ
ろ
、
患
者
さ
ん
に
は
、
女
性
も
い

れ
ば
男
性
も
い
る
の
で
、
病
院
側
も

様
々
な
視
点
を
持
っ
て
ニ
ー
ズ
に
お

応
え
で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
く
こ

と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
、
社
会
に
幅
広
く
認
識

さ
れ
て
、
職
場
環
境
が
整
う
よ
う
に

な
れ
ば
、看
護
師
の
職
業
に
限
ら
ず
、

男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
社
会
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
看
護
師
の
仕
事
を
目
指
し
て
い
る

人
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

及
川
さ
ん　

看
護
師
に
求
め
ら
れ
る

の
は
、
人
の
命
の
重
さ
に
向
き
合
う

こ
と
が
で
き
る
真
摯
な
姿
勢
。
活
躍

の
場
も
広
く
、
や
る
気
次
第
で
専
門

分
野
を
持
っ
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
性
別
に
関
係
な

く
、
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

【
男
女
共
同
参
画
デ
ー
タ
】

　

市
に
お
け
る
男
性
看
護
師
の
割
合

は
、
全
国
・
県
の
割
合
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。

【
国
】
６
・
２
％ 【
県
】
６
・
５
％ 

【
石
岡
市
】
９
・
６
％ 

※
「
平
成
24

年
衛
生
行
政
報
告
例
」（
厚
生
労
働

省
）

※
「
平
成
24
年
度
保
健
師
助
産
師
看

護
師
の
現
状
」（
茨
城
県
）

日本語教室情報
　国際交流団体「フレンドシップいしおか」と

「グローバルハーツ」では、日本語教室を開催
しています。
スケジュール
①毎週火曜日 午後  7 時～午後  9 時
②毎週水曜日 午前 10 時～午後 12 時
③毎週金曜日 午前 10 時～午後 12 時
※火曜日は、小中高生向けのコースも開講。
場所　国府地区公民館
受講料　無料

（ただし、テキスト代・
コピー代などの費用は自
己負担）
■問い合わせ
・①と②はフレンドシッ
　プいしおか（山形）
　yamagatamsk5915@yahoo.co.jp
・③はグローバルハーツ（武井）
　junkosasoriza25@yahoo.co.jp

「様々な文化を背景とした人々が互いの
文化を尊重しながら共に生きる社会（多
文化共生社会）」を目指して、国際交流
に関する情報をお届けします。

政策企画課
☎ 23-1111

（内線 222）
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時
憶記
の

文化振興課
シリーズ111

☎43-1111
（内線1324）

　

町
塚
遺
跡
は
関
川
地
区
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
の
北
側
に
存
在
す
る
遺
跡

で
す
。
平
成
24
年
11
月
、
個
人
住
宅

建
設
に
伴
い
初
め
て
発
掘
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

調
査
し
た
の
は
住
宅
部
分
80
㎡
余

り
で
し
た
が
、
奈
良
・
平
安
時
代
の

竪
穴
住
居
跡
４
軒
と
掘
立
柱
建
物
１

棟
な
ど
、
多
く
の
遺
構
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は

掘
立
柱
建
物
跡
で
す
。と
い
う
の
も
、

当
時
の
一
般
的
な
住
居
は
竪
穴
住
居

で
、
掘
立
柱
建
物
は
倉
庫
や
役
所
、

寺
院
な
ど
特
別
な
用
途
の
建
物
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
発
見
さ
れ
た
掘
立
柱
建
物
は

柱
の
間
が
３
間
×
２
間
で
、
建
物
の

外
回
り
だ
け
に
柱
が
あ
る
側
が
わ
ば
し
ら柱
建

物
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
構
造
の
建
物
の
用
途
は
倉
庫
、

な
か
で
も
頻
繁
に
収
納
物
の
出
入
り

の
あ
る
も
の
の
一
時
保
管
場
所
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
地

は
そ
の
よ
う
な
建
物
が
あ
る
中
心
地

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、出
土
し
た
資
料
の
中
に
は
、

土
器
片
を
利
用
し
た
硯
が
あ
り
ま
し

た
。
硯
と
筆
を
持
ち
、倉
庫
の
前
で
、

品
物
の
出
入
り
を
管
理
す
る
指
導
者

的
な
人
物
。
そ
ん
な
人
物
が
い
る
風

景
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
４
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
４
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

《
４
月
の
お
は
な
し
会
》

・
18
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

中
央
公
民
館

《
４
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
11
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
か
ら

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
お
よ
そ

30
分
で
す
。

ＨＰ

http://lib.city.ishioka.lg.jp/

と
し
ょ
か
ん
こ
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　〜
入
場
無
料
〜

　
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
を
記
念

し
て
、
映
画
会
を
実
施
し
ま
す
。
今

年
の
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

い
た
ず
ら
大
好
き
！
チ
ッ
プ
と
デ
ー

ル
の
映
画
だ
よ
！

日
時　

４
月
29
日
（
水
・
祝
日
）　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

内
容　
「
チ
ッ
プ
と
デ
ー
ル　

リ
ス

の
い
た
ず
ら
合
戦
」

※
申
し
込
み
不
要
・
参
加
費
無
料

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
（
４
月
23
日
〜
５
月
12
日
） 

　

４
月
23
日（
木
）〜
５
月
12
日（
火
）

は
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

図
書
館
で
は
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

県
が
お
薦
め
す
る
「
茨
城
県
推
奨
図

書
」
を
特
設
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
て

貸
し
出
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
見
て

楽
し
む
本
ば
か
り
で
な
く
、
大
人
と

一
緒
に
読
む
本
や
、
読
み
聞
か
せ
向

け
の
絵
本
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間　

４
月
24
日
（
金
）
〜
５

月
10
日
（
日
）

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
を
作
り

ま
せ
ん
か
！

　

初
め
て
図
書
を
借
り
る
と
き
は
、

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が
確
認
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
保
険
証

な
ど
で
住
所
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
利
用
カ
ー
ド

は
、
中
央
図
書
館
・
各
公
民
館
図
書

室
（
中
央
・
東
・
城
南
）
で
作
成
し
、

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
人

●
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

●
小
美
玉
・
か
す
み
が
う
ら
・
土
浦
・

笠
間
市
在
住
者

利
用
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は

３
年

　

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
に
は
３
年
間

の
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
。
期
限
が

▲掘立柱建物の柱跡
中央の黒い部分が柱の腐った痕跡

休館日

４月
６日
13日
20日
27日
30日

開館
延長日

２日
9日
16日
23日

近
年
の
調
査
成
果
か
ら

町
塚
遺
跡

近
づ
い
た
人
や
過
ぎ
た
人
に
は
、
カ

ウ
ン
タ
ー
で
更
新
手
続
き
の
案
内
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
な
ど
が
確

認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
カ
ー
ド
は
そ
の
ま
ま
使
用
で
き

ま
す
。
更
新
の
案
内
を
受
け
て
か
ら

２
か
月
以
内
に
更
新
を
し
な
い
場
合

は
、
貸
し
出
し
な
ど
に
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▲掘立柱建物の柱跡

広報いしおか４月１日号  №２２８　２２

▲調査区全景



　

 　
　

 　

 　

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

散
歩
う
れ
し
い　

愛
犬
連
れ
て

　

目
指
せ
百
歳　

今
日
も
行
く

国　

府　

島
田
雪
う
さ
ぎ

梅
が
咲
い
た
よ　

庭
先
ひ
と
つ

　

子
等
が
見
つ
け
た　

早
い
春

　

 　
　

 　

 　

柿　

岡　

鈴
木
千
代
子

迷
い
咲
き
し
た　

梅
一
輪
に

　

雪
が
ふ
わ
り
と　

降
り
か
か
る　

　

 　
　

 　
　

 

貝　

地　

前
島
く
に
子

雪
を
払
っ
て　

凛
々
し
く
耐
え
て

　

に
っ
こ
り
芽
を
出
す　

福
寿
草　

　

 　
　

 　
　

下　

林　

白
井
冨
喜
江

気
品
豊
か
な　

水
戸
名
物
に　

　

美
人
揃
え
た　

梅
娘

　

 　
　

 　

 

府　

中　

小
川
野　

蛙

子
等
が
は
し
ゃ
い
で　

踏
む
音
パ
リ
リ

　

急
げ
登
校　

初
氷

　

 　
　

 　

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

雪
の
故

ふ
る
さ
と郷　

老
い
た
る
母
を

　

子
等
が
案
じ
て　

す
る
電
話

　

 　
　

 　

 　

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

山
の
麓
の　

一
本
松
は

　

時と

き代
を
見
詰
め
て　

枝
を
張
る

　

世
論
と
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

か
な
り
以
前
の
事
だ
が
、
Ｅ
Ｕ
加

盟
を
機
に
ス
ペ
イ
ン
で
は
消
費
税
を

大
幅
に
引
き
上
げ
た
。
こ
れ
に
対
す

る
国
民
は
「
こ
う
い
う
政
治
な
ら
、

フ
ラ
ン
コ
時
代
の
方
が
良
か
っ
た
！
」

と
憤
慨
し
た
け
れ
ど
も
結
局
は
政
府

が
勝
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
コ
将
軍
は
、
一
九
六
三
年

に
発
生
し
た
軍
部
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ

る
内
戦
を
巧
み
に
乗
り
切
っ
て
権
力

を
握
っ
た
の
だ
が
、
独
裁
制
が
強
い

政
治
で
国
民
を
泣
か
せ
た
。
真
偽
は

不
明
だ
が「
公
園
で
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
っ

た
」
と
話
し
た
だ
け
で
総
統
侮
辱
罪

で
逮
捕
さ
れ
た
者
が
い
た
と
い
う
。

　

古
代
中
国
の
歴
史
で
「
鼓
こ
ふ
く
げ
き
じ
ょ
う

腹
撃
壌
」

と
は
、
名
君
が
五
十
年
の
治
世
に
国

民
が
満
足
し
て
い
る
か
否
か
を
確
か

め
に
町
に
出
て
、
満
腹
の
老
人
が
歌

う
「
天
子
の
お
蔭
な
ど
関
係
な
い
」

と
い
う
歌
で
納
得
す
る
話
で
あ
る
。

　

現
代
の
日
本
で
は
、
膨
大
な
経
費
を

掛
け
て
選
挙
を
し
な
い
と
国
民
の
気

持
ち
が
分
か
ら
な
い
ら
し
い
か
ら
大

変
で
あ
る
。
公
園
の
ブ
ラ
ン
コ
で
は
不

十
分
だ
と
は
思
う
が
、
世
論
調
査
の
方

法
を
工
夫
し
て
国
民
の
声
が
政
治
家

に
よ
く
届
く
よ
う
に
す
る
か
、
金
の
掛

か
ら
な
い
選
挙
方
法
を
考
え
る
時
代

に
来
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

 　
　
　
　

 

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

病
院
の
隣
る
パ
ン
屋
の
屋
根
の
上
御
来

光
の
ご
と
日
は
差
し
の
ぼ
る

　

 　
　

 　
　

 

東
石
岡　

長
谷
部
ミ
イ

節
分
の
朝
に
積
っ
た
ぼ
た
ん
雪
軽
く

握
っ
て
孫
と
投
げ
合
う

　
 　

　

 　
　

 

泉　

町　

藤
岡
み
つ
子

俵
あ
み
し
つ
つ
文
字
を
教
え
く
れ
し
遠

き
日
の
父
今
は
追
憶

部　

原　

久
保
田
好
子

黙
り
こ
む
山
も
野
原
も
寒
の
入
り

東
光
台　

野
村　

洋
子

列
な
す
が
悲
し
目
刺
し
の
兵
に
似
て

細　

谷　

松
﨑　

淑
子

裸
婦
像
へ
掛
け
た
く
な
り
ぬ
春
コ
ー
ト

総　

社　

山
口
美
津
子

風
光
る
三
つ
子
を
乗
せ
し
乳
母
車

旭　

台　

綿
引
さ
か
え

寒
椿
落
ち
て
人
の
眼
た
の
し
ま
す

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

　

 　
　

 　
　

 

東
光
台　

内
田
千
代
子

幾
万
の
枝
に
無
駄
な
し
冬
欅
そ
れ
ぞ
れ

芽
を
持
ち
光
を
う
け
る

　

    　

 　
　

  

高　

浜　

大
嶋　

全
江

老
梅
の
小こ

さ枝
を
払
へ
ば
洞
ふ
か
く
花
よ

実
の
生
る
勢
ひ
の
あ
れ

短　
　

歌

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

   　

  

瓦　

谷　

國
谷　

南
風

艶
や
か
な
子
規
詠
む
歌
や
山
笑
ふ

　

 　
　

 　
　

   

宇
治
会　

萩
原　

清

雛
巡
り
今
昔
の
感
深
め
け
り

　

 　
　

 　
　

 

瓦　

谷　

石
田
誠
一
郎

こ
の
國
の
美
に
触
る
る
日
よ
雛
ま
つ
り

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

　

 　
　

 　
　

 
柿　

岡　

小
林　

渥
子

凡
庸
の
暮
ら
し
な
に
よ
り
と
思
は
ね
ば

思
へ
る
さ
く
ら
の
季
節
め
ぐ
り
来　

 

　
　
　
　
　
　

 

山　

崎　

鈴
木　

菫　

音
楽
の
時
間
に
あ
ら
ね
ど
「
あ
ざ
み
の

歌
」
師
は
歌
い
お
り
の
ど
か
な
中
二

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

西
口
は
ま
子

著
し
き
成
長
見
す
る
園
児
ら
が
「
あ
り
の

ま
ま
の
」を
一
途
に
歌
ふ（
祖
父
母
参
観
に
）

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

　
　
　
　
　
　

 
北
府
中　

大
村
み
ち
ゑ

四
方
山
の
話
は
つ
き
ぬ
女
正
月

　
　
　
　
　

大　

塚　

松
岡　

元
義

細
き
枝
に
梅
花
盛
り
て
心
ふ
く
ら
む

　

 　
　

 　
　

 

東
光
台　

福
田　

泰
夫

偕
楽
園
幼
き
頃
に
連
れ
ら
れ
し
九
段
に

眠
る
兄
に
逢
ひ
た
し

　

 　
　

 　
　

 

柴　

内　

羽
生　

俊

三
月
の
地
震
津
波
を
思
い
出
す
四
年
経

つ
て
も
被
災
者
偲
ぶ

●
石
岡
遊
石
会

・
水
石
展

　

水
石
は
室
町
時
代
よ
り
愛
好
さ

れ
、
大
き
く
分
け
て
山
水
景
石
、
形

象
石
、
紋
様
石
、
色
彩
石
の
四
つ
の

自
然
石
か
ら
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
特
に
愛
好
さ
れ
る
山
水
景
石
は
、

山
、
湖
水
、
滝
、
磯
な
ど
山
水
の
情

景
を
直
接
的
表
現
で
連
想
さ
せ
る
も

の
で
、
そ
の
風
景
美
を
水
盤
や
台
座

に
置
い
て
鑑
賞
し
ま
す
。

　

今
年
も
次
の
と
お
り
水
石
展
を
開

催
し
ま
す
の
で
、お
出
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
19
日
は
午
後
３
時
ま
で

場
所　

国
府
地
区
公
民
館
２
階

■
問
い
合
わ
せ

小
堀

☎
０
９
０
・
７
２
８
５
・
５
５
２
３

●
や
さ
と
俳
句
会

・
定
例
俳
句
会

実
施
日

　毎
月
最
終
日
曜
日

　

や
さ
と
俳
句
会
は
、
有
季
定
型
の

伝
統
を
守
り
、
今
年
創
立
62
年
目
を

迎
え
ま
す
。

※
定
例
俳
句
会
に
は
会
員
外
の
人
の

参
加
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

石
田　

☎
４
３
・
２
４
１
２

文
芸
い
し
お
か

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
（
俳
句
・

短
歌
・
俚
謡
・
市
民
ず
い
ひ
つ
）
を
募
集

し
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
送
付
先　

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
広
聴
課
「
文

芸
い
し
お
か
コ
ー
ナ
ー
」
係
ま
で

２３　広報いしおか４月１日号  №２２８



　　　　　　　　　   　   三村
年長のお兄ちゃんと、やんちゃ
な弟。たまに手を焼くけど、
ずっと仲良くね♪

津賀 翔
しょうた

太ちゃん（５歳９か月）

　　   秋
しゅうま

真ちゃん（１歳２か月）                   

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

　                            　大増
4,000 ｇで産まれ、二重
まぶたと色白なところが
チャームポイントです。こ
れからも元気に育ってね。

川上 豪
ごうかつ

雄ちゃん（６か月）

わが家のアイドル

平成27年4月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

〈表紙の写真〉
　3月 11 日、市内６つの中学校で卒業式が行われました。今年は 700
人の生徒たちが、親しんだ学び舎から自分たちの選んだ新たな道へと、
巣立っていきました。
　城南中学校では、一生懸命に打ち込んだことや共に学んだ仲間の存在
を忘れずに前向きに自分の道を歩んでほしいと、61人の卒業生を送り
出しました。

栄養成分（１人分）

材
料
（
４
人
分
）

キ
ャ
ベ
ツ
½
個
・
牛
ロ
ー
ス
肉

３
０
０ｇ
・
ニ
ン
ジ
ン
１
本（
２
０
０

ｇ
）・
片
栗
粉
大
さ
じ
２
・
酒
大
さ

じ
２
・
ご
ま
油
適
量

Ａ
｛
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス　

大
さ
じ

２
・
酒　

大
さ
じ
１
｝

作
り
方　

①
キ
ャ
ベ
ツ
は
１
枚
ず
つ
は
が
し
て

ゆ
で
、
千
切
り
に
し
て
し
ぼ
る
。
ニ

ン
ジ
ン
は
縦
長
の
千
切
り
に
し
、
ゆ

で
る
。

②
牛
肉
は
長
方
形
に
な
る
よ
う
広

げ
、
酒
を
振
り
、
片
栗
粉
を
茶
こ
し

で
振
っ
て
お
く
。

( エネルギー 313kcal、塩分 1.2g)

牛肉の八幡巻き風

甘くて柔らかい春キャベツをたっぷり
使った、今が旬のレシピです！

③
②
の
肉
の
上
に
キ
ャ
ベ
ツ
と
ニ

ン
ジ
ン
を
置
き
、
こ
れ
を
芯
に
し

て
巻
く
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ご
ま
油
を
引
い

て
転
が
し
な
が
ら
焼
く
。

⑤
焦
げ
色
が
つ
い
た
ら
余
分
な
油

を
拭
き
取
り
、
Ａ
を
加
え
て
蓋
を

す
る
。
３
分
く
ら
い
蒸
し
煮
し
て

か
ら
、
中
火
で
転
が
し
な
が
ら
煮

詰
め
る
。

⑥
１
本
を
６
つ
く
ら
い
に
切
っ
て

盛
り
付
け
る
。

幸せは食事から
ヘルスメイトの
レシピ紹介
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